
学級活動指導案 

令和３年 6 月２４日(木) 第５校時 

第 4 学年 1 組 授業者：若林 希美 

１ 議題「1 学期のお楽しみ集会でする『みんなで協力してできる遊び』を決めよう」 
    (学級や学校における生活上の諸問題の解決) 
 
２ 議題について 
(１)児童の実態 
  本学級の児童は、明るく、様々な活動に対して活発に取り組むことができる児童が多い。感染症対策
で、活動や行事の制約がある中でも係活動を工夫しながら行い、クラスのみんなで楽しく過ごせるよう
な活動を考えながら学校生活を送っている。男女分け隔てなく関わることができる児童がほとんどで、
学級遊びや、休み時間も声を掛け合って仲良く遊んでいる姿が見られる。 

  学級活動については、学級会オリエンテーションを行い、学級会の進め方や約束などについて共通理
解を図り、様々な議題を取りあげ実践を積み重ねてきた。授業や学級会の中では、仲間の考えやその理
由を聞き取ることや、自分と違う考えを否定するのではなく、よさを見つけたり、互いの考えを合わせ
たりして、新しい考えを創り出すことを大切にしている。しかし、仲間と自分の意見が違う時に、否定
的な言葉を使ってしまったり、相手の意見を素直に認められなかったりする児童や、他人任せな態度
で、自分たちで活動を計画し、問題を解決していこうとする意識が低い児童もいる。 

 
(２)議題化までの流れ 
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提案ボックスの中に「学級が協力できていない・給食中静かにできていない」「1 学期末に
クラスで楽しい集会活動をしたい」等の意見が入った。 
学級でどちらの議題から話し合うかを尋ねたところ、「今のクラスの課題を解決していな
い状態で集会活動をしても楽しくない」という意見が多く出た。そのため、課題について
取り組み、心を一つにできてから集会活動を行うことになった。 
学級全員で「クラスがよりよくなる取り組みを考えよう」という議題を決定した。 
第 4 回学級会を行い、内容や方法、役割分担などについて意見を出し合ったり比べ合った
りしながら話し合い、合意形成を図った。 
学級会で決定した取組を行った。 
学級全員で、「1 学期のお楽しみ集会でする『みんなで協力できる遊び』を決めよう」とい
う議題を決定した。 
第 5 回学級会を行う。 

 
３ 評価規準 

より良い生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間性を 
よりよくしようとする態度 

 みんなで楽しく豊かな学校・学
級生活をつくるために他者と協働
して取り組むことの大切さを理解
している。 
合意形成の手順や深まりのある

話合いの進め方を理解し活動の方
法を身に付けている。 

 みんなで楽しく豊かな学校・学級
生活をつくるために、問題を発見し、
解決方法について多様な意見のよさ
を生かして、合意形成を図り、協力
して実践している。 

楽しく豊かな学校・学級生活をつくる
ために見通しをもったり、振り返ったり
しながら、仲間と協力して日常生活の向
上に取り組もうとしている。 

 
４ 研究テーマに迫るための手立て 
(１)(研究内容２)【実践】 ➀話合い活動を充実させるための指導の工夫 
 ○A 児童の主体性を大切にし、児童中心の話合いを大切にするために、教師が「よい意見ですね」などの 

ように児童の話合いの内容を方向付けるような助言は控え、児童中心の話合いになるようにする。 
○B 教師が話合いの全体の流れを捉え、一人一人の児童の考えを注意深く聞き取り、発言の仕方の良さ
や、話合いの進め方のよさを適切な場面で助言するようにする。指導案の中にも指導・助言を明確に
位置づけ、児童による自発的、自治的な活動になるようにする。 

 ○C 「ネームプレート」や「話合いの流れ」、「今どこの段階かを示すマーク」などの掲示によって、一 
人一人が自分の意見をもち、仲間の意見と比べながら話合いに臨むことができるようにする。 

 
(２)(研究内容２)【実践】②話合いを活性化するための事前の活動の工夫 
○D 議題は、児童が提案ボックスに入れた意見から選定することで、話し合う必要感を持たせるようにし
た。どんなことが議題になるのかをオリエンテーションで話したり、必要に応じて声掛けしたりする
ことで、児童が学級生活の問題に気付くことができるようにした。教室内には、議題や提案理由、話
合いのめあてなど、共通理解しておかなければならないことを事前に掲示しておくことで、児童が話
合いの内容に興味をもち学級会への参加意欲を高めるようにした。 

 



５ 本時の目標 
  1 学期の集会活動で行う遊びを決める活動を通して、異なる意見のよさに耳を傾け、「みんなで協力
してできる遊び」という視点を大切にして合意形成することができる。 

６ 本時の展開 
過程 主な学習活動 見届ける視点(♢)と指導・助言 
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１ 話合いの議題と提案理由を確認する。 

<議題> 

1 学期のお楽しみ集会でする「みんなで協力できる遊び」を

決めよう。 

提案理由            

クラスの課題を取り組んできて、
協力できる日が増えてきました。そ
こで、もっとみんなの心を一つにし
たいです。だから、最後のお楽しみ
会では、協力してできる遊びをして
このクラスをもっと高めて 1 学期を
終わりたいと思ったからです。 

２ 提案理由を基に、原案のよさを出し合う。 

巨大 

おりがみ 

仲間集め 

ゲーム 

バースデー 

チェーン 

箱つみ 

ゲーム 

大きな紙を
折ることは１
人ではできな
いので、みん
なと声をかけ
あって協力し
て作ることが
できるので、
いいと思う。 

男子も女子
も 関 係 な く
色々な子と仲
良くできるし、
たくさんの友
達に声をかけ
るから、協力で
きそうだ。 

友達のこと
が今よりも知
れるし、色々な
子に話しかけ
るから、友達と
の仲が深まり
そうだ。 

倒れないよ
うに教え合い
ながら、楽しく
遊べる。崩れて
も励まし合え
ば楽しくでき
るのではない
か。 

３ どのような遊びがよいか、比べ合って決める。 

 ・最初、巨大おりがみがいいと思っていたけれど、みんな

の意見を聞いて、仲間集めの方がより協力して遊べるの

でいいなと思いました。 

 ・箱つみも楽しそうだけれど、準備が大変だと思うので、

バースデーチェーンの方がよいのではないかと思いまし

た。 

 ・みんなの意見を聞いて仲間集めゲームは、他の遊びより

も友達のことをくわしく知ることができるからいいと思

いました。今日の議題の「協力してできる遊び」に近い

のではないかと思いました。 

 

４ 決まったことを確認する。 

 ・今日の話合いで決まったことと、話し合いの中で見つけ

た仲間のよさを司会者グループが伝える。 

５ 教師の話を聞く。 

・異なる立場の仲間の思いや考えを取り入れて、全員が納

得できる内容を決めることができた成長を価値付ける。 

・司会者グループが司会進行のために事前の準備をしたこ

と、少数意見や提案理由を大切にして話し合いをしたこ

とを価値付ける。 

♢本時の提案理由を理解して、

何を話し合うかを捉えている

か。(表情・反応) 

・司会者に決まっていることを

確認するように助言する。 

研究内容２-②○D  

・話合いが条件に沿って進むよ

うに、話合いで大切にする視

点を教師が全体に助言する。 

 

 

♢提案理由や決まっていること

と、これまでの経験を基に、自

分の考えに理由を付けて発言

できているか。(発言内容) 

・決まっていることや、これまで

の経験を基に話す姿、異なる

立場の児童の思いを意識して

発言している姿を価値付け

る。研究内容２-➀○A ○B  

 

♢異なる仲間の意見に共感的に

耳を傾け、良さを比べ合いな

がら合意形成することができ

ているか。(発言内容) 

・全員が自分の立場をはっきり

させて話合い活動が進むよう

にグループ交流後にネームプ

レートを張り替える時間を設

ける。研究内容２-➀○C  

・少数意見の児童の気持ちも確

認しながら、決定していくこ

とを助言する。 

 

 

評価規準 

♢異なる他者の意見のよさに

も耳を傾けながら、全員が

納得することができる遊び

を合意形成することができ

る。(発言内容) 

・自分の意見だけでなく、異なる

意見に耳を傾けた児童のよさ

価値付け、合意形成に至る良

さを自覚できるようにする。

研究内容２-➀○B  

＜決まっていること＞ 
・会は 2 時間以内 
・7 月の終わりに行う 
・遊びは２つ 
・準備・片付けに時間がか
からない遊び 

・みんなで協力しないと
できない遊び 

 
 
 
 
 
 
 
 



令和３年度 研究構想              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（研究内容１）【計画】 

つけたい力を明確にした学級活動の年間指導

計画の作成と他領域との連携                 

（研究内容２）【実践】 

つけたい力を明確にした話し合い活動の段階

的指導・援助の在り方               

（研究内容３）【評価】 

 成長の様子を的確に評価する指導の在り

方 

① １単位時間の役割を明確にした、各学級の

年間指導計画の作成 

・ 発達段階に応じた話合いの仕方を位置付

ける。 

・ 児童と教師の出場を明確にする。 

・ 評価の観点を位置付ける。 

② ６年間分の全体指導計画の作成 

・ 発達段階に合わせる。 

・ 学年の系統性を見直す。 

③ 行事との関連構想図の作成 

他の領域との関連構想図の作成 

・ 学校行事、児童会行事との関連 

・ 道徳、教科、総合的な学習との関連 

・ 委員会 クラブとの関連 

 

 

① 話合い活動を充実させるための指導の工夫 

・ 話合いの内容を吟味する。 

・ 話合いの仕方の段階的指導を工夫する。 

・ 話合いの時間を確保する。 

・ 話合いの役割分担をする。 

・ 教師の出場を明確にする。 

② 話し合いを活発化するための事前の活動の

工夫 

・ 問題意識を高める工夫をする。 

・ 興味関心を高める工夫をする。 

③ 次の活動に対する意欲を高める事後の活動

の工夫 

・ 取組の努力を振り返る工夫をする。 

・ 次の課題見つけの工夫をする。 

 

① 自己肯定感を高める自己評価の工夫 

・ 評価項目の工夫 

・ 学習の振り返りの工夫 

② 教師による評価の工夫 

・ 授業のねらいとする児童の姿に対す

る評価の工夫 

③ 成長を自覚させるための仲間や保護者

からの評価の工夫 

・ 仲間からの評価の工夫 

・ 保護者からの評価の工夫 

④ 個の成長、集団の成長を自覚させるため

の評価の工夫 

・ 取組前後の評価の工夫 

・ 評価の蓄積からの読み取りの工夫 

他教科、他領域等との関連 

１年：学校探検、給食・掃除  ２年：老人クラブとのグランドゴルフ、畑作業  ３年：柿作り  

４年：地域の歴史       ５年：米づくり、星の家宿泊研修        ６年：福祉事業所訪問 なかよし遊びの運営 修学旅行 

学校行事との関連                            集団との関連 

 始業式・終業式 命を守る訓練 運動会 ひびきあい集会          分団児童会 なかよし班 委員会 クラブ 

ようこそ 1年生の会 はばたけ 6年生の会 

地域・保護者との関連 

  地域や保護者への情報発信・啓発活動  学校運営協議会との関連 

成果と課題 

大野町小・中学校教育の方針と重点  

『夢と感動のある学校教育』 

◇一人一人に「生きる力」を育む指導

をする。 

◇学校の教育目標の具現に徹する学

校経営をする。 

◇生命尊重、規範意識の醸成に関する

指導の充実を図る。 

 

児童の実態 

・ 与えられた仕事や課題には誠実に取り組

むことができるが、新しいことに自分か

ら進んで行う姿勢に弱さがある。 

・ 仲間の前で堂々と自信をもって発言する

児童が少ない。 

・ 話合いを通して課題を見つけ、自ら追究

していこうとする姿に弱さがある。 

・ 全国学習状況調査の結果、「難しいことに

失敗を恐れず挑戦する」が低い。 

目指す児童の姿 

・自分達で課題を見つけ、話合いを通して問題解

決に取り組むことができる。 

・話す力、聞く力を伸ばし、仲間の前で自信をも

って表現することができる。 

・主体的、対話的な話合い活動ができる。 

研究テーマ：「仲間とのかかわりを通して、よりよく生きようとする児童の育成」 

～ 学級会の話合い活動を核にして ～ 

 

研究仮説 

① ６年間での話合い活動におけるつけたい力を明確にして、見通しをもった年間指導計画を作成することで、自信をもって話合うことのでき

る児童を育成することができる。 

② 話合い活動を通して児童の姿がどのように変化したのかを評価し明確にすることで、より効果的な話合いの PDSC サイクルを創ることが

できる。 

学 校 の 教 育 目 標           

心豊かに たくましく生きぬく子 

～ 考える子 やさしい子 元気な子 ～  


